
資
　
　
料イ

　
タ

リ

ア
経
済
の
動
向

足
　
立

政
　
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
　
－
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
事
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
近
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
一
九
六
四
年
以
降
に
お
げ
る
イ
タ
リ
ア
経
済
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
イ
タ
リ
ア
産
業
復
興
機
関
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
）
の
組
織
と
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
イ
タ
リ
ア
炭
化
水
素
公
杜
（
Ｅ
Ｎ
Ｉ
）
の
組
織
と
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
と
　
が
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
国
は
、
東
の
ア
ド
リ
ァ
海
と
西
の
テ
ィ
レ
ニ
ァ
海
に
は
さ
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
般
　
事
　
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
地
中
海
に
突
出
し
た
長
靴
の
形
の
半
島
と
、
シ
チ
リ
ア
、
サ
ル
ジ
ニ

　
豊
か
な
日
光
と
明
る
い
青
空
の
下
に
ひ
ろ
が
ゑ
云
術
と
歴
史
の
国
イ
　
　
　
ァ
、
エ
ル
バ
な
ど
数
十
の
島
々
か
ら
な
り
、
半
島
は
長
さ
約
千
二
百
粁
、

タ
リ
ァ
は
、
ま
さ
に
１
欧
州
の
一
大
公
園
あ
り
、
国
中
の
い
た
る
と
こ
ろ
　
　
　
巾
は
一
番
ひ
ろ
い
と
こ
ろ
で
も
二
百
五
十
粁
を
こ
え
な
い
。
全
面
積
は

に
無
数
の
文
化
的
遺
産
と
そ
の
廃
櫨
の
跡
を
見
出
す
こ
と
の
出
来
る
巨
　
　
　
日
本
よ
り
少
し
せ
ま
い
程
度
（
三
十
万
平
方
粁
）
で
全
体
が
山
が
ち
で

大
な
欧
州
の
一
大
博
物
館
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
は
す
く
な
い
。
人
口
も
約
五
千
万
程
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地

　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
動
向
（
足
立
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
一
〇
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
一
号
）

勢
の
イ
タ
リ
ア
は
何
に
つ
げ
て
も
、
北
部
、
中
部
、
南
都
に
分
げ
て
考

え
ね
ば
な
ち
な
い
。
こ
と
に
北
と
南
で
は
気
侯
も
、
風
土
も
、
人
の
気

質
や
習
慣
も
知
的
水
準
も
、
所
得
の
平
均
も
み
な
違
っ
て
い
る
。

　
イ
タ
リ
ア
人
の
約
半
数
は
農
民
で
あ
る
が
、
そ
の
農
業
も
ふ
く
め
て

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
産
業
が
ポ
ー
河
流
域
に
ひ
ろ
が
る
平
野
に
集
中
し
、

北
部
が
イ
タ
リ
ア
産
業
の
中
心
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。

　
ポ
ー
河
の
流
れ
る
こ
の
ロ
ン
バ
ル
ジ
ア
平
野
は
農
作
物
の
宝
庫
で
あ

り
、
繊
維
製
品
、
化
学
薬
品
、
電
機
器
具
、
白
動
車
な
ど
の
工
場
の
煙

突
も
そ
の
多
く
が
北
部
の
空
に
そ
び
え
て
い
る
。
戦
後
、
政
府
は
南
北

の
差
を
な
く
す
る
た
め
、
南
イ
タ
リ
ア
開
発
機
関
を
設
げ
て
、
水
利
工

事
を
進
め
、
一
時
は
免
税
措
置
ま
で
や
っ
た
。
そ
の
十
年
計
画
も
終
り
、

南
部
の
開
発
は
確
か
に
進
ん
だ
が
、
そ
の
期
間
中
に
お
げ
る
北
部
の
発

展
も
ま
た
め
ざ
ま
し
く
、
南
北
の
問
に
は
や
は
り
大
き
な
差
が
残
っ
て

い
る
。
政
府
は
北
部
に
向
っ
て
「
南
部
に
投
資
し
て
く
れ
」
と
声
を
か

け
る
が
、
北
部
は
お
い
そ
れ
と
応
じ
な
い
。
　
「
南
部
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
が
な
い
。
南
部
の
労
働
力
は
質
が
悪
い
。
　
（
学
歴
は
低
く
、
勤
勉

で
な
い
。
）
南
イ
タ
リ
ァ
の
工
業
開
発
は
ま
る
で
荒
野
の
中
に
工
場
を

逮
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
も
た
な
い
孤
立
し
た
工

場
建
設
は
非
常
な
危
険
を
伴
っ
て
お
り
、
果
し
て
資
本
の
投
下
価
値
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
一
〇
六
）

あ
る
か
、
誠
に
オ
ッ
カ
ナ
イ
政
策
で
あ
る
。
」
　
と
し
て
北
部
イ
タ
リ
ア

人
は
極
め
て
冷
淡
で
あ
る
。
ス
パ
ゲ
テ
ィ
を
食
べ
て
貧
し
い
生
活
を
し

て
暮
し
て
い
る
南
部
イ
タ
リ
ア
人
を
動
物
だ
と
罵
倒
す
る
北
部
イ
タ
リ

ア
人
す
ら
あ
る
程
で
あ
る
。

　
　
　
　
ニ
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
特
徴

　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
特
徴
と
し
て
は
ま
ず
そ
の
著
し
い
二
重
構
造
の
存

在
を
あ
げ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
二
重
構
造
の
な
や
み
は
都
市
と
農
村
、
工
業
と
農
業
、
大
企
業
と
中

小
企
業
な
ど
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
ひ
そ
ん
で
お
り
、
そ
の
経
済
構
造

に
起
因
す
る
経
済
の
ひ
ず
み
は
イ
タ
リ
ァ
の
経
済
に
深
刻
な
課
題
を
な

げ
か
け
て
い
る
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
は
北
部
と
南
部
の
不
均
衡
を
如

何
に
解
決
す
る
か
で
あ
る
。

　
島
喚
を
含
む
南
部
の
国
民
生
産
に
占
め
る
比
率
は
二
四
％
に
す
ぎ
ず
、

一
人
当
り
所
得
も
北
部
の
半
分
に
も
及
ぼ
な
い
。
イ
タ
リ
ァ
の
十
五
％

と
い
う
文
盲
率
と
欧
州
最
高
の
失
業
率
（
公
式
統
計
で
は
完
全
失
業
者

は
こ
こ
数
年
激
減
し
、
一
九
六
三
年
末
で
は
二
八
万
人
に
な
っ
て
い
る

が
潜
在
失
業
を
含
め
る
と
一
〇
〇
万
～
一
八
○
万
と
い
わ
れ
る
。
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

こ
う
し
た
後
進
的
南
部
を
温
床
と
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
南
部
開
発



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
促
進
は
イ
タ
リ
ア
の
為
政
者
に
と
っ
て
積
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
国
家
の
経
済
に
対
す
る
大
巾

な
関
与
と
指
導
の
体
制
　
　
い
わ
ゆ
る
混
合
体
制
に
あ
る
。
そ
の
中
心

　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

を
な
す
も
の
は
Ｉ
Ｒ
Ｉ
（
イ
タ
リ
ア
産
業
復
興
機
関
）
と
Ｅ
Ｎ
Ｉ
（
国

営
炭
化
水
素
公
杜
）
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
一
九
五
六
年
に
新
設

さ
れ
た
国
家
投
資
省
が
統
括
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
、
一
九
三
三
年
恐

慌
下
の
銀
行
企
業
を
救
済
す
る
た
め
国
家
資
金
を
投
じ
て
設
立
さ
れ
た

機
関
で
あ
る
が
、
現
在
傘
下
の
五
っ
の
投
資
会
杜
を
通
じ
て
電
信
、
電

話
、
海
運
、
鉄
鋼
、
機
械
、
造
船
、
金
融
等
重
要
産
業
の
多
く
の
部
門

に
わ
た
り
、
一
二
〇
杜
に
の
ぼ
る
企
業
を
支
配
し
て
い
る
。

　
一
方
、
一
九
五
三
年
石
油
、
天
然
ガ
ス
の
総
合
開
発
を
目
的
と
し
て

作
ら
れ
た
Ｅ
Ｎ
Ｉ
も
七
〇
余
り
の
企
業
を
そ
の
勢
力
下
に
お
い
て
い
る
。

　
更
に
一
九
六
三
年
か
ら
電
力
事
業
が
国
営
化
さ
れ
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
（
国

営
電
力
公
杜
）
が
発
足
し
た
。
そ
れ
ら
と
並
ん
で
他
の
多
く
の
分
野
で

は
純
然
た
る
大
企
業
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
い
。
、
フ
イ
ア
ト
（
自
動
車
）
、

モ
ン
テ
カ
テ
ィ
ー
二
（
化
学
金
属
）
、
ズ
ニ
ア
・
ヴ
イ
ス
コ
ー
ザ
杜
（
化

合
繊
）
な
ど
が
そ
の
代
表
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
ピ
レ
リ
（
ゴ
ム
）
、

オ
リ
ヴ
テ
ッ
テ
ィ
（
事
務
用
機
械
）
、
ネ
ツ
キ
（
ミ
シ
ソ
）
等
数
多
く
の

優
秀
な
民
問
企
業
が
存
在
し
、
イ
タ
リ
ア
経
済
を
支
え
て
い
る
。

　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
動
向
（
足
立
）

（
１
）
　
失
業
者
の
温
床
　
　
イ
タ
リ
ア
南
部
の
余
剰
労
働
力
は
イ
タ

　
リ
ア
北
部
と
北
欧
及
び
ド
イ
ツ
に
移
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
年
問
そ

　
れ
ぞ
れ
各
二
十
万
人
に
上
る
大
量
の
労
働
者
が
、
三
年
問
位
の
年

　
季
で
高
給
出
稼
に
流
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
等
は
、
北
部
イ
タ

　
リ
ァ
人
が
ま
る
で
動
物
生
活
だ
と
さ
げ
す
ん
で
呼
ん
で
い
る
ス
パ

　
ゲ
テ
ィ
ー
の
最
低
食
生
活
か
ら
離
脱
し
、
や
が
て
は
肉
を
食
い
、

　
自
家
用
車
に
乗
る
と
い
っ
た
北
欧
の
高
級
生
活
を
真
似
る
よ
う
に

　
な
り
、
肉
食
ブ
ー
ム
、
自
家
用
車
ブ
ー
ム
を
郷
里
に
ま
き
起
こ
し
、

　
さ
て
は
、
イ
タ
リ
ア
貿
易
に
、
肉
と
車
の
輸
入
を
余
儀
な
く
せ
し

　
あ
、
附
随
的
に
賛
沢
品
、
著
修
品
が
値
上
が
り
を
呼
び
お
こ
し
、

　
需
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
物
価
騰
貴
、
イ
ン
フ
レ
の
様
相
を
示
す

　
に
至
り
、
給
与
値
上
げ
闘
争
は
ス
ト
ラ
イ
キ
と
な
っ
て
国
内
経
済

　
に
動
揺
を
与
え
る
に
至
っ
た
。
　
一
九
六
四
年
に
お
い
て
起
っ
た
イ

　
タ
リ
ア
航
空
、
鉄
道
、
ミ
ラ
ノ
市
電
等
の
ス
ト
ラ
イ
キ
攻
勢
は
そ

　
の
波
及
の
一
つ
で
あ
る
。

（
２
）
　
南
イ
タ
リ
ア
の
開
発
　
　
南
部
イ
タ
リ
ア
の
開
発
・
工
業
化

　
に
よ
る
産
業
の
二
重
構
造
の
漸
進
的
解
消
の
た
め
に
、
イ
タ
リ
ア

　
政
府
は
力
瘤
を
入
れ
て
お
り
、
政
府
の
投
資
に
よ
る
財
政
支
出
の

　
増
大
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
部
の
遅
れ
た
地
域
に
国
家
資

　
本
を
注
ぎ
込
ん
で
工
業
化
を
図
り
、
い
わ
ゆ
る
所
得
格
差
を
な
く

　
し
よ
う
と
毎
年
努
力
を
つ
づ
げ
て
い
る
。
例
え
ぱ
南
部
に
国
営
製

　
鉄
所
（
国
内
第
二
の
規
模
）
を
設
げ
て
、
工
業
開
発
に
努
力
し
て

　
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
一
〇
七
）



（
３
）

（
４
）

立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
一
号
）

イ
タ
リ
ア
産
業
復
興
機
関
　
　
後
述
を
参
照
さ
れ
た
い
。

イ
タ
リ
ア
国
営
炭
化
水
素
公
杜
　
　
後
述
を
参
照
さ
れ
た
い

三

イ
タ
リ
ア
経
済
の
近
況
と
そ
の
動
向

　
イ
タ
リ
ア
経
済
は
一
九
五
八
－
六
〇
年
の
西
欧
の
好
況
期
以
来
の
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ざ
ま
し
い
成
長
を
続
け
、
生
産
、
所
得
と
も
年
率
六
～
九
％
と
い
う
著

し
い
増
加
を
た
ど
っ
て
来
た
が
国
内
消
費
の
異
常
な
伸
び
か
ら
一
九
六

二
年
以
降
物
価
は
漸
次
高
騰
の
兆
し
を
見
せ
始
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
一
九
六
二
年
の
農
産
物
不
作
と
、
中
道
左
派
政
治
の
下
で
抽
車
を
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

きごうの価物表－第 工
）
（
み
金
の
賃
業

６
４
９

５
７
９

２
１
０
１

５
９
０
１

２
１
２
１

費
計
生

１
＝
８
３

１
６
６

４
８
６

４
●
０
７

５
４
７

４
３
８

老
価
費
消
物

８
２
ー
ユ

４
５
１
１

８
７
１
１

３
３
２
１

５
２
３
１

価
物
売
卸

９
７
９

８
■
８
９

０
■
９
９

　
　
＼
ぺ
均
９
５
９
１

０
６
９
１

１
６
９
１

６
２
一
１
９

３
６
９
１

け
ら
れ
た
労
働
攻
勢
に

よ
る
賃
金
の
大
巾
な
上

昇
は
物
価
騰
貴
の
決
定

的
要
因
と
な
っ
た
が
、

そ
の
後
、
六
三
年
に
入

っ
て
物
価
、
賃
金
の
悪

循
環
か
ら
イ
ン
フ
レ
は

本
格
化
し
た
。
　
（
一
九

六
三
年
末
を
前
年
末
に

較
べ
る
と
卸
売
物
価
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
一
〇
八
）

八
・
二
％
、
消
費
者
物
価
は
九
・
二
完
、
生
計
費
八
・
九
％
の
上
昇
を

見
せ
て
い
る
。
）
（
第
一
表
参
照
）

　
こ
う
し
た
国
内
物
価
の
上
昇
は
輸
入
の
著
増
と
輸
出
の
停
滞
を
招
き
、

一
九
六
三
年
の
イ
タ
リ
ア
の
貿
易
収
支
に
二
五
億
ド
ル
と
い
う
大
巾
な

逆
調
を
も
た
ら
し
た
。
観
光
、
移
民
送
金
な
ど
の
貿
場
外
収
支
に
よ
っ

て
も
こ
の
逆
調
は
カ
バ
ー
し
切
れ
ず
、
同
年
の
経
常
収
支
は
九
億
ド
ル

の
赤
字
を
記
録
し
た
。
　
（
第
二
表
参
照
）

　
さ
ら
に
政
局
の
混
乱
を
は
じ
め
、
電
力
事
業
の
国
有
化
、
配
当
課
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
新
設
等
は
国
内
投
資
意

支収際国表２第
年
用
４
（
ｏ
９
６
一
１
■
１
■
（

４
０
７

０
６
１

３
６
９
１
－

５
０
６
Ｌ

２
６
９
１

４
７
１
Ｌ

９
９
１

支
収
易
貿

支
収
外
易
貿

引
引
支
　
　
収
取
一
取
際
常
一
本
．
綱
経
一
資
．
総
　
□
■
＝
１
－
■

欲
の
減
退
を
招
き
、
こ
れ

に
リ
ラ
切
下
げ
の
不
安
が

伴
っ
て
一
九
六
三
年
中
に

は
十
六
億
ド
ル
に
達
す
る

資
本
の
海
外
逃
避
を
見
た
。

も
っ
と
も
、
そ
の
七
五
完

は
再
び
イ
タ
リ
ア
に
還
流

し
た
が
、
資
本
収
支
は
な

お
、
三
億
五
〇
〇
〇
万
ド

ル
の
赤
字
を
と
ど
め
、
結



局
第
二
表
に
見
ら
れ
る
通
り
総
合
国
際
収
支
は
十
二
億
ド
ル
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
り
、
外
貨
保
有
高
も
大
巾
に
減
少
し
た
。

　
一
」
う
し
て
、
イ
タ
リ
ア
経
済
は
危
機
的
様
相
を
帯
び
る
に
至
っ
た
が
、

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
第
一
次
モ
ー
口
内
閣
は
一
九
六
四
年
に
入
っ

て
か
ら
次
の
よ
う
な
諸
措
置
を
決
定
実
施
Ｌ
た
。

　
Ｈ
、
奮
修
品
（
シ
ャ
ン
ベ
ソ
、
高
級
毛
皮
等
）
に
対
す
る
物
品
税
の

引
上
げ
。
　
ｏ
、
家
賃
統
制
法
の
施
行
に
よ
る
家
賃
の
据
置
き
。
　
目
、

農
産
物
（
砂
糖
、
牛
肉
、
卵
、
バ
タ
ー
等
の
緊
急
輸
入
）
。
　
四
、
財
政

支
出
の
繰
延
べ
。
　
固
、
ガ
ソ
リ
ン
税
の
引
上
げ
。
　
内
、
配
当
課
税

制
度
の
改
正
。
　
伺
、
１
乗
用
車
、
モ
ー
タ
ー
ポ
ー
ト
購
入
税
の
引
上
げ
。

内
、
乗
用
車
、
家
庭
用
電
気
器
具
の
賦
払
信
用
の
規
制
。
　
　
刺
、
銀

行
貸
出
の
抑
制
。
　
Ｈ
、
米
財
務
省
、
輸
出
入
銀
行
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
等
か
ら

十
億
ド
ル
借
款
。
　
饒
、
Ｈ
竃
句
○
巴
Ｐ
↓
§
冒
ぎ
の
繰
入
れ
。
（
二
億

二
五
〇
〇
万
ド
ル
）
由
、
南
部
開
発
公
庫
へ
の
世
銀
借
款
。
（
三
億
五

〇
〇
〇
万
ド
ル
）

　
そ
の
後
一
九
六
四
年
六
月
に
至
り
、
イ
タ
リ
ァ
政
府
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
委
員

会
か
ら
、
よ
り
抜
本
的
な
措
置
を
と
る
よ
う
数
次
に
亘
り
勧
告
を
う
け

た
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
政
変
が
あ
っ
た
た
め
、
特
に
新
た
な
対
策
も

と
ら
れ
る
こ
と
な
く
推
移
し
た
。
七
月
末
第
二
次
モ
ー
口
内
閣
が
成
立

　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
動
向
（
足
立
）

し
、
首
相
は
庵
政
方
針
演
説
で
経
済
危
機
対
策
と
し
て
次
の
諾
方
針
を

発
表
し
、
国
内
の
雇
用
の
促
進
、
か
た
わ
ら
国
際
収
支
の
均
衡
と
回
復

を
維
持
す
る
方
針
を
打
出
し
た
。
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
Ｈ
　
一
九
六
五
年
度
予
算
の
庄
締
。
　
目
賃
金
上
昇
を
生
産
性
向
上

の
範
囲
内
に
抑
え
る
べ
き
所
得
政
策
の
採
用
。
　
８
　
所
得
税
の
引
上

げ
。
　
四
　
流
通
税
等
の
問
接
税
の
引
上
げ
。
　
圃
　
投
賓
促
進
の
た

め
の
税
制
措
置
。

　
し
か
し
、
こ
の
経
済
政
策
は
セ
ニ
大
統
領
の
病
気
、
そ
の
他
に
よ
っ

て
実
施
の
決
定
が
遅
れ
、
八
月
末
日
に
い
た
っ
て
三
時
問
半
に
亘
る
閣

議
検
討
を
経
て
よ
う
や
く
決
定
発
表
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
内

容
は
、

Ｇ
〇
　
九
月
一
日
か
ら
緊
急
政
令
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
る
売
り
上
げ
税
の

　
引
き
上
げ
と
杜
会
保
険
関
係
の
政
府
負
担
。

け
　
法
案
と
し
て
議
会
に
提
出
す
る
そ
の
他
の
措
置
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
次
に
そ
の
大
要
を
揚
げ
る
と
、

　
Ｈ
　
売
り
上
げ
税
の
引
上
げ
（
三
・
三
％
か
ら
四
％
へ
）
　
（
食
糧
、

　
　
人
造
肥
料
、
飼
糧
、
農
機
溝
、
種
苗
、
ガ
ソ
リ
ン
を
除
く
）

　
○
　
右
に
伴
な
う
売
上
税
払
い
戻
し
割
合
の
引
き
上
げ
、
な
ら
び
に

　
　
輸
入
平
衡
税
の
引
き
上
げ
（
払
戻
し
税
だ
け
で
二
七
〇
億
リ
ラ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
一
〇
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
一
号
）

　
目
　
企
業
負
担
の
杜
会
保
険
料
の
一
部
を
政
府
負
担
に
切
り
替
え
、

　
　
生
産
費
を
引
き
下
げ
る
。

　
　
（
六
四
年
第
四
半
期
の
国
庫
負
担
七
〇
〇
億
リ
ラ
）

　
　
（
内
訳
企
業
負
担
軽
減
分
－
給
与
の
二
・
八
八
％
Ｈ
六
三
二
億
リ

　
　
ラ
、
従
業
員
負
担
金
○
・
三
五
％
１
１
六
八
億
リ
ラ
）

　
陶
　
高
額
所
得
層
の
所
得
税
率
を
引
き
上
げ
、
特
別
所
得
の
多
い
層

　
　
に
は
付
加
税
を
課
す
。

　
圃
　
高
級
ア
パ
ー
ト
、
別
荘
な
ど
特
別
課
税
し
、
（
二
〇
％
）
低
家
賃

　
　
住
宅
を
作
る
。

　
内
　
学
校
建
築
資
金
と
し
て
一
〇
〇
億
リ
ラ
支
出
。

　
向
　
中
小
製
造
業
融
資
基
金
と
し
て
一
、
○
○
○
億
リ
ラ
支
出
（
う

　
　
ち
五
〇
〇
億
リ
ラ
は
Ｉ
Ｍ
Ｉ
資
金
）
し
、
融
資
の
利
子
は
政
府
負

　
　
担
。

　
内
　
会
杜
法
を
改
正
し
て
有
価
託
券
投
資
リ
ス
ク
か
ら
投
資
家
を
守

　
　
り
、
株
式
の
大
衆
化
を
は
か
る
た
め
、
投
資
信
託
の
設
立
を
許
可

　
　
す
る
。

　
か
く
し
て
、
物
価
、
賃
金
の
瑚
勢
は
明
ら
か
に
鈍
化
し
つ
つ
あ
り
、

消
費
者
物
価
の
激
し
い
上
昇
が
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　
次
に
一
九
六
四
年
八
月
に
お
け
る
在
伊
大
使
館
の
調
査
賓
料
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
一
一
〇
）

イ
タ
リ
ァ
最
近
の
経
済
指
標
を
あ
げ
る
と
本
節
末
の
付
表
の
如
く
で
あ

る
。　

（
１
）
　
イ
タ
リ
ア
の
経
済
成
長
は
左
の
表
の
如
く
で
あ
る
。

）％（）質実（率長成済経

本

－

ｉ
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０

８
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２

●

●
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５
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●
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日
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３
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７
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１

１

五
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■

■

‘

■
２
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８

Ｏ

１

■

●

●

●

●

Ｏ
Ｃ
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■

Ｃ

６

Ｏ

１
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４
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７

Ｏ
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Ｅ

●

６
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■

７
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３
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タ
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９
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９

１
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５
・

６
・

■

■

■

■

５
・

■

イ
リ
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８

５

４
５
・

－

ラ
ス

３

５

２

５

４

Ｏ

７

５

Ｏ

フ
ン
４
・

４
・

４
・

６
・

４
・

５
・

４
・

４
・

５
・

１

５

ド
ツ

５

Ｏ

０

８

５

１

２

７

２

■

●

６
・

●

●

４
・

●

５
・

●

西
イ

７

９

８

５

３

４

１

ギ
ス

６
６
７
３
０
２
０
・
Ｔ

３

２
・

２
・

２
。

３
．

２
・

０
・

●

●

■

イ
リ

３

５

３

△

メ
カ

３

４

３

７

７

４

８

Ｏ

４

３
・

４
・

２
・

２
・

５
・
３
．

●

ア
リ

１

５
４
・

）

■
０
５
０
　
　
　
　
見
〇
二
↓
６
・
飢
６
・
６
・
箏
醐
５
０
５
０
５
６
１
９
１
９
１
９
１
９
６
４
６
０
見

９

９

９

９
Ｏ
）
（

１

１

１

１

１

　
度
　
年
　
計
Ｄ
蛤

蒜

び
。
醐

茸鴛
Ｅ
年

胤
醐
政
－
国
の
各
本
）
日
鰍
注

（
　
　
・



（
２
）
　
中
道
左
派
政
治
　
　
イ
タ
リ
ア
の
政
治
は
、
戦
後
キ
リ
ス
ト

　
教
民
主
党
が
主
と
な
り
政
権
を
担
当
し
て
来
た
が
、
同
党
は
単
独

　
で
国
会
の
多
数
を
制
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
の
た
め
政
局
は
常

　
に
安
定
を
欠
い
た
。
一
方
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
ば
奇
跡
的
な
経
済
発

　
展
を
遂
げ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宿
命
的
な
経
済
の
二

　
重
構
造
を
解
消
す
る
ま
で
に
至
ら
ず
、
地
域
別
、
企
業
別
格
差
の

　
拡
大
傾
向
は
漸
次
社
会
間
題
化
し
て
来
た
た
め
、
こ
れ
を
克
服
す

　
る
こ
と
が
至
上
命
令
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て

　
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
と
杜
会
党
と
が
何
等
か
の
形
で
協
力
し
、

　
長
期
的
政
策
の
実
施
を
可
能
に
。
す
る
長
期
的
な
政
局
の
安
定
を
図

　
る
こ
と
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
と

　
杜
会
党
の
協
力
政
治
も
い
わ
ゆ
る
中
道
左
派
政
治
と
呼
ん
で
お
り
、

　
一
九
六
二
年
二
月
、
時
の
総
理
フ
ァ
ソ
フ
ァ
ー
二
の
政
局
担
当
に

　
よ
っ
て
実
験
さ
れ
、
以
来
イ
タ
リ
ア
の
政
治
は
こ
の
問
を
中
心
に

　
動
い
て
来
て
い
る
。
現
在
の
第
二
次
モ
ー
口
内
閣
に
お
け
る
大
臣

　
の
割
振
り
は
、
キ
リ
ス
ト
民
主
党
、
十
六
名
、
杜
会
党
、
六
名
、

　
民
杜
覚
、
三
、
共
和
党
一
、
で
あ
る
。
　
（
下
表
参
照
）

（
３
）
　
労
働
攻
勢
　
　
イ
タ
リ
ア
の
約
五
千
万
人
の
人
口
中
、
賃
金

　
労
働
老
は
約
二
千
万
人
で
あ
り
、
こ
の
中
約
八
百
万
人
が
労
働
組

　
合
に
加
入
し
て
い
る
。
労
働
組
合
の
全
国
的
連
合
体
及
び
傘
下
組

　
合
員
概
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
Ｃ
Ｇ
Ｉ
Ｌ
　
　
杜
共
系
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
四
万
五
千
人

　
　
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｌ
　
　
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
系
　
　
二
三
一
万
六
千
人

イ
タ
リ
ア
経
済
の
動
向
（
足
立
）

）るよに果結の挙選総の月４年
６
３

１
９（党政のアリタイ

院下院上 票
率

睡
数席議

票
率

得
比数席議

）称略（党政

１５
２
７２６

１
５

）
ヨ
ー
シソア

Ｓ
フオ

ネ
Ｍ

（
党動運主民アリタイ

７１８６１２）ＭＵＩＤ¢党王

０７
３
９５７

１
９

１
）ＬＰ（党

３

８
・

３０６２２

７
・

３３３１
ｏ

Ｄ（比主民教トスリキ

１６
３
３３６

１
４

１
）

ＤＳぽ党会杜

４１６８
●

Ｏ０
１
）ＲＰ（党和共

８３１
８
７０

４
・

１
４
４

１
）ＳＰ（党会杜

３５２６６１５５２
８
５

１
）ＣＰ（党産共

３１４９

０
・

３他のそ

Ｏ０１０３６Ｏ０１５１３計合

Ｕ
Ｉ
Ｌ

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｌ

杜
民
・
共
和
系

王
党
・
ネ
オ
フ
ァ

ツ

　
　
一
〇
四
万
九
千
人

シ
ス
ト
系

　
　
　
八
一
万
二
千
人

（
一
　
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
一
号
）

　
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｌ
　
中
立
　
　
　
　
二
四
万
七
千
人

　
こ
の
よ
う
に
各
政
党
の
勢
力
下
に
あ
る
労
働
組
合
の
う
ち
で
も
、

共
産
党
系
の
勢
力
下
に
あ
る
労
働
組
合
（
イ
タ
リ
ア
労
働
総
同
盟
）

は
、
共
産
党
に
桁
導
さ
れ
、
賃
金
ア
ッ
プ
の
た
め
の
強
力
な
ス
ト

ラ
イ
キ
を
繰
返
し
つ
っ
経
済
危
機
対
策
に
悩
む
政
府
に
攻
撃
を
か

け
、
常
に
政
局
に
動
蓬
を
与
え
て
い
る
。

支収易貿アリタイ
）
一
フ
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前
述
の
経
済
政
策
は
一
九
六
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初
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需
削
減

政
策
の
結
果
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
等
の
諾
措
置
が
直
接
効
果
を
あ
げ

た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
そ
の
心
理
的
影
響
に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
か
く
て
、
一
九
六
三
年
に
お
い
て
過
熱
し
た
イ
タ
リ
ア
の
景
気
が
、

国
際
収
支
に
お
い
て
、
経
常
勘
定
と
長
期
の
資
本
収
支
を
合
計
し
た
い

わ
ゆ
る
基
礎
的
収
支
に
、
実
に
十
二
億
四
四
〇
〇
万
ド
ル
と
い
う
世
界

第
一
の
赤
字
を
出
し
、
西
独
を
は
じ
め
と
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
諸
国
か
ら
は
あ

た
か
も
恐
し
い
伝
染
病
の
病
源
菌
で
あ
る
如
く
見
ら
れ
、
速
や
か
に
そ

の
病
根
を
た
ち
切
ら
な
い
こ
と
に
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
諾
困
を
イ
ソ
フ
レ
の
渦
中

に
巻
き
込
む
で
あ
ろ
う
と
恐
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
イ
タ

リ
ア
の
悠
性
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
九
六
四
年
に
至
っ
て
一
転
し

た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
基
礎
的
な
イ
タ
リ
ァ
の
国
際
収
支
は
逆
に
七

億
七
七
〇
〇
万
ド
ル
の
黒
字
と
な
り
、
こ
の
一
年
閉
に
イ
タ
リ
ア
の
基

礎
的
国
際
収
支
は
、
二
〇
億
ド
ル
以
上
の
好
砿
を
見
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
国
際
収
支
の
好
伝
は
、
外
資
導
入
が
巨
額
で
あ

っ
た
こ
と
も
見
逃
し
碍
な
い
が
、
そ
れ
に
ま
し
て
、
輪
出
が
大
巾
に
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
一
一
八
）

長
し
た
半
面
に
お
い
て
、
輸
入
が
減
少
に
転
じ
て
い
る
こ
と
が
大
き
く

響
い
て
い
る
。
つ
ま
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
べ
ー
ス
で
輸
出
は
一
五
・
八
％
の
増
加

・
に
対
し
て
、
輪
入
が
一
．
七
％
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
一
九
六
三
年
は

輸
出
が
一
一
・
三
％
の
伸
び
に
対
し
て
、
輸
入
が
二
三
・
九
％
の
増
加
を

示
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
て
み
せ
て
、
い
か
に
イ
タ
リ
ア
の
貿

易
収
支
の
好
転
し
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
国
際

収
支
の
危
機
を
脱
し
た
イ
タ
リ
ア
も
、
そ
の
半
面
、
現
在
で
は
経
済
成

長
率
の
減
退
、
生
産
及
び
内
需
の
減
退
に
直
面
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の

伸
び
は
名
目
で
一
九
六
四
年
は
五
・
七
％
、
一
九
六
三
年
の
一
五
・
七

％
に
対
し
て
三
分
一
見
当
に
落
ち
て
い
る
が
、
引
続
き
物
価
の
上
昇
は

一
九
六
三
年
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
六
四
年
も
継
続
し
て
い
る
の
で
、

突
質
的
な
経
済
成
長
率
は
二
・
五
％
程
度
に
落
ち
て
い
る
。
工
業
生
産

の
伸
び
に
至
っ
て
は
、
わ
ず
か
一
九
六
四
年
は
○
・
四
％
で
あ
っ
て
は

六
三
年
に
八
・
八
％
伸
び
た
工
業
生
産
と
対
比
し
て
見
る
と
き
、
あ
ま

り
に
も
急
激
に
イ
タ
リ
ア
の
経
済
沽
動
が
沈
滞
し
て
来
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
生
産
の
伸
び
の
驚
く
べ
き
減
退
の
最
大
の
要
因

は
、
民
問
の
設
愉
投
賓
の
減
少
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
又
一
方
政

府
の
厳
し
い
金
融
引
締
政
策
に
よ
る
結
火
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
九
六
四
年
に
お
け
る
企
業
の
投
資
は
○
・
九
老
の
減
少
で
あ
っ
て
六



三
年
に
一
〇
・
二
％
の
大
巾
上
昇
を
示
し
て
い
る
事
実
と
対
比
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ぎ
、
そ
の
激
動
ぶ
り
は
一
驚
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
か
く
て
最
近
の
イ
タ
リ
ヤ
経
済
は
、
は
げ
し
い
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ

か
ら
一
転
し
て
、
設
備
投
資
の
減
退
を
中
心
と
し
て
、
内
需
は
と
ま
り
、

生
産
は
停
滞
し
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
終
煽
の
動
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
す
で
に
数
ヶ
月
前
か
ら
財
政
投
騒
資
は
大
巾
に
増
加
さ
れ
、

イ
タ
リ
ァ
銀
行
の
通
貨
流
動
性
縮
小
政
策
は
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
消
費

者
金
融
の
抑
制
は
修
正
措
置
を
と
っ
て
、
景
気
の
回
復
に
努
力
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

る
。
そ
の
た
め
、
海
外
経
済
月
報
の
調
査
に
１
よ
る
と
、
鉱
工
業
生
産
に

は
若
干
回
復
の
き
ざ
し
が
み
う
げ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

季
節
調
整
経
済
指
数
で
み
る
と
、
一
九
六
四
年
十
月
、
十
一
月
の
二
ヶ

月
上
昇
の
あ
と
、
十
二
月
は
や
や
低
下
を
示
し
て
い
る
。
　
（
八
月
Ｈ
一

六
〇
、
九
月
Ｈ
一
六
六
、
十
月
Ｈ
一
六
七
、
十
一
月
Ｈ
一
七
一
、
十
二

月
Ｈ
一
七
〇
）
し
か
し
、
操
業
度
や
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ベ
イ
の
調
査
結

果
な
ど
を
見
る
と
、
こ
れ
を
も
っ
て
イ
タ
リ
ァ
経
済
の
不
況
か
ら
の
本

格
的
回
復
で
あ
る
と
す
る
の
は
時
機
尚
早
の
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ

製
造
業
の
操
業
度
は
六
五
～
七
五
％
の
水
準
に
あ
り
（
シ
シ
リ
ー
銀
行

句
報
）
、
　
十
二
月
末
の
景
気
動
向
で
も
、
生
産
、
受
注
と
も
に
低
水
準

に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
動
向
（
足
立
）

　
し
か
し
政
府
は
も
っ
と
も
ひ
ど
い
不
況
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
建
設
業

の
危
機
対
策
と
し
て
、
総
額
三
〇
〇
〇
億
リ
ラ
を
越
え
る
支
出
を
緊
急

決
定
（
一
月
二
六
日
）
す
る
な
ど
景
気
対
策
に
取
組
む
意
欲
を
見
せ
て

い
る
の
で
、
生
産
活
動
の
水
準
は
公
共
投
資
部
門
を
中
心
に
徐
々
に
上

昇
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
外
に
も
政
府
は
、
耐
久
消
費
財
に
対
す

る
輸
入
ユ
ー
ザ
ソ
ス
期
間
の
延
長
（
現
行
三
十
日
か
ら
九
十
日
へ
）
や
、

小
型
モ
ｉ
タ
ー
・
バ
イ
ク
ニ
ァ
レ
ビ
・
セ
ツ
ト
に
つ
い
て
賦
払
信
用
規

制
を
は
ず
す
な
ど
と
、
き
め
の
こ
ま
か
い
需
要
促
進
措
置
を
と
っ
て
い

る
。　

な
お
、
一
九
六
五
年
一
月
二
十
九
日
の
閣
議
で
、
一
九
六
五
年
～
六

九
年
を
対
象
と
す
る
新
五
ヶ
年
経
済
計
画
が
決
定
承
認
さ
れ
、
国
会
に

提
出
さ
れ
る
段
取
り
で
あ
る
。

　
こ
の
新
五
ケ
年
計
画
の
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
Ｈ
　
国
民
経
済
全
体
の
年
問
成
長
率
五
％
を
目
標
と
す
る
。
　
（
農
業

　
　
は
約
三
％
）

　
臼
　
総
供
給
お
よ
び
需
要
計
画
（
一
九
六
五
年
～
六
九
年
累
計
）

　
　
総
供
給
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
八
兆
九
千
億
リ
ラ

　
　
総
需
要

　
　
　
生
産
的
投
資
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
兆
六
千
億
リ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
（
一
一
九
）



立
命
館
経
済
学
（
窮
十
四
巻
・
第
一
号
）

杜
会
的
支
出

　
う
ち
住
宅
及
び
公
共
投
資

　
う
ち
政
府
支
出

個
人
消
費
支
出

純
輸
入

Ｇ
Ｎ
Ｐ

四
五
兆
九
千
億
リ
ラ

十
六
兆
五
千
五
百
億
リ
ラ

ニ
九
兆
三
千
五
百
億
リ
ラ

一
〇
一
兆
四
千
億
リ
ラ

　
　
一
兆
一
千
億
リ
ラ

一
六
七
兆
八
千
億
リ
ラ

　
　
杜
会
的
支
出
を
現
在
の
二
四
％
か
ら
二
七
・
三
％
に
ひ
き
あ
げ

　
る
。

目
　
新
規
雇
用
の
増
加
（
賃
金
所
得
の
増
加
）

　
非
農
業
部
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
～
一
．
六
〇
万
人

　
　
う
ち
良
業
部
門
か
ら
工
業
部
門
へ
の
移
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
～
　
七
五
万
人

　
　
う
ち
南
イ
タ
リ
ァ
に
お
け
る
雇
用
増
が
四
〇
～
四
五
％
以
上
で

　
　
あ
る
。

陶
　
部
門
別
貯
蓄
計
画

　
民
問
部
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
兆
三
千
五
百
億
リ
ラ

　
政
府
部
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
兆
一
千
五
百
億
リ
ラ

圃
計
画
は
年
々
改
訂
さ
れ
る
Ｃ

こ
の
計
画
が
実
施
さ
れ
れ
ぼ
、
年
間
成
率
五
％
の
目
標
を
維
持
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
（
一
二
〇
）

こ
と
に
な
り
、
五
ヶ
年
計
画
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
Ｈ
完
全
雇
用
の
達

成
、
ｏ
福
祉
国
家
へ
の
前
進
、
目
南
北
イ
タ
リ
ア
の
格
差
縮
少
、
陶
イ

タ
リ
ア
産
業
の
近
代
化
と
い
っ
た
諾
目
標
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

イ
タ
リ
ア
が
世
界
経
済
に
雄
飛
す
る
可
能
性
は
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と

考
え
ら
れ
る
情
況
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
エ
コ
ノ
、
ミ
ス
ト
、
昭
和
四
十
年
四
月
十
三
日
号
、
毎
日
新
聞

　
　
杜
、
「
激
動
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
」

　
（
２
）
　
海
外
経
済
月
報
、
昭
和
四
十
年
三
月
号
、
経
済
企
画
庁
調
査

　
　
局
海
外
調
査
課

　
　
　
　
五
　
イ
タ
リ
ア
産
業
復
興
機
関
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
）

　
　
　
　
　
　
　
の
組
織
と
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
（
在
伊
日
本
大
使
館
報
告
資
料
に
よ
る
）

　
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
イ
タ
リ
ア
産
業
復
興
機
関
（
軍
－
巨
ｏ
潟
ｈ
庁
聖
ｏ
易
９

昌
｛
◎
鳥
・
Ｈ
邑
易
巨
当
ｏ
）
　
の
略
称
で
あ
る
。
現
在
の
イ
タ
リ
ア
産
業
界

に
は
三
大
独
占
グ
ル
ー
プ
、
す
た
わ
ち
Ｉ
Ｒ
Ｉ
、
モ
ン
テ
ヵ
テ
ィ
ー
二
、

フ
ィ
ア
ト
が
存
在
す
る
が
、
な
か
で
も
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
持
株
会
杜
と
し
て
百

二
十
の
企
業
を
傘
下
に
収
め
、
全
民
問
狩
本
の
四
十
％
近
く
を
握
っ
て
、

イ
タ
リ
ア
の
経
済
界
に
君
臨
し
て
い
る
、

　
機
能
的
に
は
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
、
Ｅ
Ｖ
Ｉ
（
炭
火
水
素
公
杜
）
、
（
一
九
五
三

年
設
立
）
や
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
（
国
営
電
力
公
杜
、
一
九
六
三
年
設
立
）
と
同



じ
く
国
家
資
金
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
国
家
の
経
済
目
的
を
追
求
す
る
と

い
う
使
命
を
帯
び
た
い
わ
ぱ
公
的
機
関
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
Ｉ
Ｒ

Ｉ
は
イ
タ
リ
ア
混
合
経
済
体
制
の
中
核
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｒ
Ｉ
の
沿
革
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
大
恐
慌
で
多
く
の
銀
行
、
企

業
が
危
機
に
頻
し
て
い
た
時
期
に
、
国
家
資
本
の
投
入
に
よ
る
銀
行
救

済
の
た
め
の
機
関
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
一
九
三
三
年
）

当
時
の
イ
タ
リ
ア
で
は
銀
行
は
長
期
の
設
備
資
金
貸
付
を
通
じ
て
生
産

企
業
を
支
配
し
、
生
産
企
業
は
逆
に
銀
行
の
株
式
を
所
有
す
る
と
い
う

形
で
こ
れ
と
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
両
老
の
か
か
る
癒
着
関
係
を
解
消

し
、
銀
行
業
務
を
短
・
中
期
の
運
転
資
金
供
給
を
中
心
と
す
る
正
常
な

形
態
に
ひ
き
戻
す
こ
と
が
、
当
初
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
し
か
し
、
銀
行
に
対
す
る
救
済
融
資
と
引
換
え
に
大

量
の
企
業
株
式
を
引
敢
っ
た
た
め
、
当
初
の
意
図
か
ら
外
れ
て
、
み
ず

か
ら
多
数
の
生
産
企
業
を
そ
の
支
配
下
に
お
さ
め
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
が
後
に
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
の
政
策
遂
行
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
、

国
家
資
本
に
よ
る
企
業
活
動
参
加
の
た
め
の
恒
久
的
機
関
と
な
っ
た
。

　
戦
後
は
敗
戦
国
と
し
て
潰
減
に
瀕
し
た
イ
タ
リ
ア
の
経
済
復
興
に
果

す
べ
き
Ｉ
Ｒ
Ｉ
の
役
割
が
高
く
評
価
さ
れ
、
設
置
法
改
正
後
の
Ｉ
Ｒ
Ｉ

は
新
た
な
目
的
と
、
よ
り
積
極
的
な
姿
勢
で
活
動
を
再
開
し
た
。
そ
の

　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
動
向
（
足
立
）

後
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
経
済
の
「
奇
蹟
的
」
発
展
に
伴
っ
て
Ｉ
Ｒ
Ｉ
の

ウ
ェ
ィ
ト
も
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
現
在
の
Ｉ
Ｒ
ー
グ
ル
ー
ブ
は
総
額
六

兆
リ
ラ
の
資
産
と
二
九
万
人
の
従
業
員
を
擁
し
て
西
欧
企
業
中
第
四
位

の
規
模
を
誇
っ
て
い
る
。
そ
の
対
象
も
鉄
鋼
、
機
械
、
造
船
、
海
運
の

基
礎
部
門
か
ら
金
融
、
航
空
、
放
送
、
道
路
事
業
に
ま
で
及
び
、
イ
タ

リ
ァ
経
済
に
占
め
る
そ
の
地
位
は
今
や
絶
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
国
家
資
金
を
投
じ
て
設
立
さ
れ

た
特
別
法
に
基
づ
く
特
殊
法
人
で
あ
る
。
　
（
基
金
は
数
次
の
改
訂
を
経

て
現
在
二
五
八
○
億
リ
ラ
と
な
っ
て
い
る
。
）

　
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
か
か
る
基
盤
に
立
っ
て
典
型
的
な
持
株
会
杜
と
し
て
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｒ
Ｉ
が
傘
下
の
企
業
に
資
本
参
加
す
る
場
合

の
型
態
に
は
問
接
的
と
直
接
的
の
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。

一
、
問
接
的
方
法
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｉ
傘
下
の
次
の
六
っ
の
部
門
別
投

資
会
杜
を
通
ず
る
場
合
で
あ
る
。

　
　
（
岸
爲
怜
洋
ホ
津
９
洋
嘩
貴
）
　
　
（
片
滑
扮
↓
吟
鴻
）

　
○
　
闘
前
鵡
跳
　
ｏ
つ
弓
向
弓
（
ｏ
Ｈ
」
唖
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ｏ
つ
↓
弓
向
■
弓
向
「
く
■
弓
向
弓
－
↓
向
く
○

　
◎
　
票
　
　
警
　
ヨ
易
己
胃
（
邊
．
べ
唖
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
｝
－
ｏ
ｏ
｛
Ｐ
ｏ
■
　
Ｃ
つ
Ｈ
声
Ｏ
－
　
Ｕ
四
Ｈ
昌
－
目
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
　
（
一
二
一
）
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◎
　
藩
　
　
薫
　
ヨ
箏
昌
０
８
彗
－
Ｓ
（
８
．
Ｏ
＄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
守
寄
旨
０
９
声
易
巳
３
０
つ
．
〇
一
◎
蟹
｛
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
昌
．
～
昌
．
声
０
Ｈ
｝
０
Ｈ

◎
　
誉
　
　
寓
　
ヨ
旨
胃
（
富
』
虫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
邑
ぎ
声
ｑ
ユ
き
§
口
Ｏ
＜
Ｐ
箏
雰
葦
◎

　
◎
　
　
〕
瞭
　
　
　
あ
）
　
句
－
目
ｏ
～
目
ヰ
０
Ｈ
－
（
Ｈ
○
○
虫
）
　
Ｏ
．
宛
．
Ｕ
．
声
・
　
声
箏
ｏ
◎
～
Ｈ
｛
◎

　
◎
　
胡
　
　
ヒ
　
ヨ
冒
－
黒
巨
８
（
岬
ｏ
。
」
昏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
ｏ
弓
一
ｃ
つ
竃
■
ｃ
ｏ
向
オ
暑
ｃ
つ
Ｈ
彗
向
ト

　
部
門
別
投
資
会
杜
は
Ｉ
Ｒ
Ｉ
の
出
資
に
よ
る
も
の
で
、
現
在
で
も
Ｉ

Ｒ
Ｉ
は
各
杜
の
株
式
の
過
半
数
を
所
有
し
て
い
る
。

二
、
こ
れ
ら
投
資
会
杜
を
通
ず
る
以
外
に
も
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
直
接
の
資
本
参

加
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
¢
金
融
機
関
の
ご
と
く
企
業
の
性
格
上

中
間
の
投
資
会
杜
を
設
け
る
意
味
の
な
い
場
合
や
、
航
空
、
放
送
の
如

く
事
業
が
国
家
独
占
に
な
っ
て
い
る
か
、
現
実
に
一
部
門
一
杜
と
な
っ

て
い
る
場
合
と
、
　
前
記
の
部
門
別
投
資
会
杜
を
通
じ
て
出
資
し
て
い

る
企
業
を
更
に
補
強
す
る
た
め
に
Ｉ
Ｒ
Ｉ
か
ら
も
直
接
参
加
す
る
場
合

の
二
つ
が
あ
る
。

　
¢
の
ヶ
ー
ス
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
令
副
愚
玉
２
一
Ｊ
、
）
仁
陰
々
↓
　
（
じ
Ｕ
叫
目
ｏ
戸
　
Ｏ
◎
昌
．
冒
ｏ
↓
ｏ
訂
－
９
　
■
與
－
｝
目
ｏ
－
　
Ｏ
宇

津薄嵩

暗涼轟

掛掛掛

　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
一
二
二
）

　
○
昌
９
Ｈ
邑
｛
彗
９
霊
９
９
Ｐ
一
寄
旨
Ｐ

　
８
巳
０
０
｝
暮
Ｏ
Ｃ
つ
旦
ユ
ざ
）

鴻
（
声
目
弓
声
目
声
）

癖
（
射
ヒ
）

鴻
（
声
巨
易
弓
邑
ｏ
）

団
～
宇

　
こ
の
型
態
を
と
る
場
合
の
Ｉ
Ｒ
Ｉ
の
持
株
比
率
は
七
〇
～
八
○
％
か

ら
一
〇
〇
老
に
及
ん
で
い
る
。

　
　
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
は
機
械
、
造
船
、
海
運
部
門
に
み
ら
れ
る
。

例
え
ば
自
動
車
メ
ー
カ
ー
た
る
と
訂
寄
昌
８
は
機
械
部
門
の
投
資

会
杜
ヨ
目
昌
０
８
彗
－
８
か
ら
五
一
す
の
出
資
を
受
け
て
い
る
が
四
九
％

は
Ｉ
Ｒ
Ｉ
の
直
接
出
資
に
よ
る
。
と
訂
雰
昌
８
を
含
め
機
械
部
門
の

十
二
杜
の
資
本
は
い
ず
れ
も
ヨ
箏
昌
９
８
己
Ｓ
五
一
％
、
Ｉ
Ｒ
Ｉ
四
九

％
の
比
率
で
配
分
さ
れ
て
お
り
、
造
船
三
杜
、
海
運
四
杜
の
場
合
も
Ｉ

Ｒ
Ｉ
の
比
率
が
多
少
低
い
だ
け
で
型
態
は
同
様
で
あ
る
。

　
上
述
の
三
部
門
以
外
の
三
部
門
す
な
わ
ち
鉄
鋼
、
電
力
、
電
信
電
話

の
場
合
は
、
未
端
企
業
に
対
す
る
Ｉ
Ｒ
Ｉ
の
直
接
参
加
は
ほ
と
ん
ど
な

い
し
、
稀
に
あ
っ
て
も
持
株
比
率
は
数
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
な
お
部
門
別
投
資
会
杜
の
下
に
あ
る
生
産
会
杜
が
、
親
会
杜
た

る
投
資
会
杜
と
共
同
で
、
又
は
単
独
で
更
に
子
会
杜
に
出
資
し
て
い
る



‘

場
合
も
あ
る
（
例
え
ぼ
造
船
部
門
の
声
勇
～
巨
ｏ
杜
が
○
声
内
オ
杜
及

び
声
易
巴
Ｐ
◎
Ｏ
◎
ぎ
杜
を
支
配
し
て
い
る
）
。

　
ま
た
二
部
門
に
わ
た
る
二
投
資
会
杜
の
共
同
山
山
資
に
よ
る
企
業
（
例

え
ぼ
ヨ
昌
。
◎
巳
９
と
ヨ
罵
Ｈ
０
青
－
８
に
よ
る
↓
向
内
昌
杜
）
も
あ
り
、

最
近
Ｉ
Ｒ
ー
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
全
従
業
員
の
技
能
訓
練
と
レ
ベ
ル
向

上
の
た
め
技
術
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
弓
声
勺
）
が
設
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ

は
四
十
％
を
Ｉ
Ｒ
Ｉ
本
杜
が
出
し
残
り
を
六
投
資
会
杜
で
受
持
つ
形
を

と
っ
て
い
る
。

　
上
に
み
た
よ
う
な
Ｉ
Ｒ
Ｉ
本
杜
と
傘
下
各
企
業
の
資
本
的
つ
な
が
り

は
複
雑
で
、
相
互
に
か
ら
み
合
っ
て
い
る
が
、
そ
の
骨
格
を
な
す
も
の

は
、
あ
く
ま
で
六
っ
の
投
資
会
杜
を
通
ず
る
と
こ
ろ
の
タ
テ
割
り
の
企

業
支
配
体
制
で
あ
る
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｒ
Ｉ
機
構
は
、
資
木

の
Ｏ
ｏ
鼻
量
尋
註
旨
と
企
業
活
動
の
Ｃ
っ
肩
ｏ
邑
庁
き
８
を
巧
み
に
成

就
し
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
高
度
に
発
揮
し
う
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
作
り
上

げ
た
と
い
え
よ
う
。

　
そ
の
他
の
四
部
門
（
吟
蟄
一
津
戸
津
扉
嵩
撃
）
も
、
も
ち
ろ
ん

Ｉ
Ｒ
ー
グ
ル
ー
プ
の
中
で
大
き
な
ウ
ェ
ィ
ト
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら

十
部
門
で
Ｉ
Ｒ
Ｉ
の
全
投
資
額
の
九
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｒ
Ｉ
系
各
杜
の
ヨ
コ
の
連
繋
も
当
然
な
が
ら
極
め
て
密
で
、
た
と

　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
動
向
（
足
立
）

え
ぼ
鉄
鋼
と
機
械
、
造
船
と
海
運
な
ど
は
投
資
、
生
産
、
技
術
、
販
売

の
各
面
で
常
時
密
接
な
連
絡
、
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
Ｉ
Ｒ
Ｉ
機
構
は
一
種
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ソ
組
織
に
似
て
お

り
、
そ
の
タ
テ
、
ヨ
コ
の
結
び
つ
ぎ
に
よ
っ
て
強
大
な
組
織
の
力
を
発

揮
す
る
。
か
か
る
結
合
は
企
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
提
携
協
調
を

容
易
に
す
る
だ
げ
で
な
く
、
よ
り
根
本
的
に
は
＠
投
資
効
率
の
最
も
高

い
都
門
な
り
企
業
に
Ｉ
Ｒ
Ｉ
資
金
を
重
点
的
、
優
先
的
に
割
り
ふ
る
こ

と
に
よ
り
、
各
杜
の
資
金
調
達
を
容
易
に
す
る
と
と
も
に
全
体
と
し
て

の
資
金
効
率
を
向
上
さ
せ
、
＠
景
気
変
動
や
不
況
に
際
し
て
も
相
互
に

ぎ
申
胃
的
役
割
を
果
す
こ
と
に
よ
り
そ
の
衝
撃
を
知
ら
げ
合
う
こ
と

を
可
能
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
六
　
イ
タ
リ
ア
炭
化
水
素
公
社
（
Ｅ
Ｎ
Ｉ
）

　
　
　
　
　
　
　
の
組
織
と
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
（
在
伊
日
本
大
使
館
報
告
資
料
に
よ
る
）

　
Ｅ
Ｎ
Ｉ
（
炭
化
水
素
公
杜
）
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｉ
（
産
業
復
興
公
杜
）
と
並

ん
で
、
イ
タ
リ
ア
混
合
経
済
の
二
大
支
柱
の
一
つ
で
あ
る
。
一
九
五
三

年
の
創
立
以
来
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
主
と
し
て
石
油
、
天
然
ガ
ス
の
供
給
事
業

を
通
じ
て
イ
タ
リ
ァ
経
済
の
な
か
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
。
Ｅ

Ｎ
Ｉ
の
沿
革
、
機
能
、
組
織
、
機
構
を
概
観
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
（
一
二
三
）
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一
九
五
三
年
ヒ
月
十
日
法
律
第
二
三
ハ
号
に
よ
り
Ｅ
Ｎ
Ｉ
す
な
わ
ち

向
ま
０
オ
竃
－
◎
量
Ｈ
０
ヨ
８
０
弩
げ
冒
－
な
る
特
殊
法
人
が
創
設
さ
れ
た
。

す
で
に
戦
前
の
一
九
二
六
年
四
月
緊
急
勅
令
に
よ
っ
て
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
（
苧

ユ
彗
３
０
１
９
¢
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｈ
邑
－
Ｐ
§
思
弍
◎
罵
害
◎
）
が
創
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
は
資
本
金
の
六
〇
％
に
あ
た
る
政
府
出
資
を
う
げ
た
国
策
会
杜
で

あ
っ
て
、
外
国
資
本
に
対
抗
し
て
イ
タ
リ
ア
の
石
油
、
天
然
ガ
ス
の
生

産
、
輸
送
、
販
売
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
。
リ
た
。

戦
後
は
石
油
、
天
然
ガ
ス
事
業
を
外
国
資
本
に
も
解
放
し
て
白
由
競
争

体
制
で
行
く
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
在
因
家
の
手
で
独
占
す
べ
き
か
に
っ

い
て
種
々
論
議
が
く
り
返
さ
れ
た
が
、
結
局
国
家
独
占
の
主
張
が
大
勢

を
制
し
て
Ｅ
Ｎ
Ｉ
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
従
前
の
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
は

傘
下
に
吸
収
さ
机
た
。

　
炭
化
水
素
資
源
に
つ
き
、
こ
う
し
た
特
殊
な
公
杜
を
設
け
た
の
は
、

政
府
の
手
で
低
廉
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国

家
経
済
の
ス
ム
ー
ス
た
発
展
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
そ
の
た
め
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
政
府
の
石
汕
、
天
然
ガ
ス
事
業
に
関
す

る
全
資
産
を
委
託
さ
れ
、
こ
と
に
当
時
発
見
さ
れ
た
ポ
ー
河
流
域
の
天

然
ガ
ス
に
つ
い
て
は
独
占
的
な
利
用
権
を
賦
与
さ
れ
た
。

　
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｎ
Ｉ
設
置
法
姑
二
条
～
策
四
条
に
よ
れ
ぼ
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
（
一
二
四
）

権
限
、
機
能
と
し
て
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

¢
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
炭
化
水
素
の
分
野
で
の
国
家
事
業
を
す
べ
て
委
託
さ
れ
、

こ
れ
ら
を
二
兀
的
に
運
営
す
る
。
　
（
し
た
が
っ
て
従
来
こ
の
分
野
で
設

立
さ
れ
た
国
営
企
業
、
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
、
ん
Ｎ
Ｉ
Ｃ
，
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
Ａ
等
は
全

部
Ｅ
Ｎ
Ｉ
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
）

　
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
他
に
も
炭
化
水
素
の
生
産
、
精
製
を
行
な
う
民
営
企
業
が

数
多
く
存
在
す
る
が
、
ポ
ー
河
流
域
地
帯
に
１
お
け
る
石
油
、
天
然
ガ
ス

の
探
査
、
採
掘
及
び
バ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
、
運
営
に
関
し
て
は
Ｅ
Ｎ

Ｉ
は
独
占
的
に
事
業
を
行
う
権
利
を
賦
与
さ
れ
た
。

　
Ｅ
Ｎ
Ｉ
が
独
占
権
を
有
す
る
ポ
ー
河
流
域
地
帯
と
は
、
ト
リ
ェ
ス
テ

近
郊
か
ら
リ
ミ
ニ
に
至
る
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
を
底
辺
と
し
、
、
・
ニ
フ
ノ
、

ト
リ
ノ
の
工
業
地
帯
を
頂
点
と
す
る
略
三
角
彩
の
広
大
な
地
域
を
指
し
、

北
部
イ
タ
リ
ア
の
面
積
の
約
三
分
の
一
に
当
る
。

　
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
Ｉ
Ｒ
Ｉ
と
同
じ
く
、
持
株
会
杜
と
し
て
下
部
の
諸
会
杜
に

賓
木
参
加
し
、
こ
れ
ら
の
傘
下
会
杜
を
通
じ
て
石
汕
、
天
然
ガ
ス
の
探

査
、
採
掘
、
精
製
、
輸
送
、
販
売
等
々
の
事
業
を
行
な
う
。
し
か
し
て
、

Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
傘
下
に
お
く
こ
と
が
適
当
で
た
く
な
っ
た
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
持
株
を
売
却
し
て
特
定
会
杜
を
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
系
列
か
ら
外
す

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
た
た
山
賓
に
よ
る
新
会
杜
の
設
立
と



平
行
し
て
こ
う
し
た
整
理
統
合
を
随
時
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｎ

Ｉ
本
来
の
目
的
を
最
も
効
率
的
に
追
究
し
う
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
の
形

成
、
再
編
成
が
常
に
凶
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
前
述
の
設
置
法
に
よ
り
三
〇
〇
億
リ
ラ
の
政
府
資
金
（
叶
９

邑
◎
ａ
ｑ
ｇ
竃
－
◎
罵
）
を
基
金
と
し
て
創
ら
れ
た
特
殊
法
人
で
あ
る
が
、

持
株
会
杜
と
し
て
傘
下
企
業
に
直
接
問
接
に
出
資
を
行
な
う
こ
と
に
よ

っ
て
グ
ル
ー
プ
を
形
成
、
運
用
す
る
。
そ
の
仕
組
み
は
Ｉ
Ｒ
Ｉ
の
場
合

と
き
わ
め
て
似
か
よ
っ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
発
足
後
、
ま
ず
事
業
部
門
別
の
四
大
会
杜
、
す
な
わ
ち
Ａ

Ｇ
Ｉ
Ｐ
峯
ぎ
胃
胃
庁
（
探
査
、
採
掘
）
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｍ
（
輪
送
）
、
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
（
精
製
）
、
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
（
製
品
販
売
）
に
直
接
出
資
し
、
こ
れ
ら
四

大
杜
を
通
じ
て
さ
ら
に
各
都
門
内
の
七
〇
余
杜
に
資
本
参
加
し
て
こ
れ

を
支
配
下
に
お
い
た
。

　
上
述
の
四
大
杜
は
本
来
そ
れ
白
身
事
業
会
杜
で
あ
っ
て
、
Ｉ
Ｒ
Ｉ
の

場
合
の
ヨ
轟
己
實
ヨ
冒
彗
ま
ユ
な
ど
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
別
出
賓

の
た
め
の
単
な
る
仲
介
的
持
株
会
杜
と
は
性
格
を
異
に
す
る
が
、
こ
う

し
た
事
業
部
門
別
の
タ
テ
割
り
の
組
織
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ

ル
ー
プ
全
体
と
し
て
の
経
済
効
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
点
は
Ｉ
Ｒ
Ｉ

の
場
合
と
全
ぐ
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
動
向
（
足
立
）

　
そ
の
後
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
峯
｝
胃
弩
庁
は
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
に
統
合
さ
れ
る
一
方
、

原
子
力
発
電
を
行
な
う
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
オ
暮
－
窒
葛
が
設
立
さ
れ
、
ま
た
最

近
に
至
り
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
の
下
で
海
外
堆
業
に
従
事
す
る
た
め
の
企
業
が
続

々
誕
生
し
た
た
め
、
Ｅ
Ｎ
ー
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
企
業
の
数
は
急
速
に

堀
え
、
一
九
六
三
年
未
で
八
六
杜
の
多
く
に
の
序
っ
た
。
　
（
Ｅ
Ｎ
ー
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
企
業
と
は
、
そ
の
議
決
権
を
有
す
る
株
の
五
〇
％
以

上
が
Ｅ
Ｎ
Ｉ
本
杜
及
び
Ｅ
Ｎ
Ｉ
系
諾
八
ム
杜
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
企

業
を
指
す
）

　
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
構
成
は
大
略
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
い
　
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｍ
（
ｃ
ｏ
◎
ｏ
庁
訂
、
オ
竃
－
旨
巴
ｏ
く
¢
冨
目
◎
ｐ
◎
ヰ
ー
）

　
　
　
輸
送
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ソ
の
敷
設
、
運
営
を
含
む
）
を
行
な
う
。

　
　
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
一
〇
〇
％
出
資
に
よ
る
。

　
　
　
傘
下
に
声
｝
彗
ま
く
♀
彗
ａ
◎
三
勺
註
～
早
く
黒
彗
◎
声
弓

　
　
ｏ
５
等
；
一
杜
あ
り
。

　
似
　
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
（
ト
ユ
ｏ
箏
ｑ
”
Ｏ
ｏ
箏
ｏ
量
庁
Ｈ
訂
Ｈ
｛
ｐ
箏
｝
勺
黒
８
－
）

　
　
　
資
源
の
探
査
、
掘
、
石
汕
製
品
の
販
売
を
行
な
う
。
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の

　
　
七
九
・
八
七
％
の
出
資
の
外
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
の
一
〇
％
及
び
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｓ

　
　
の
一
〇
％
の
出
賓
に
よ
る
。

　
　
　
傘
下
に
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
，
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
，
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
箏
四
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
一
二
五
）

。
、



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
一
号
）

　
　
杜
あ
り
（
う
ち
海
外
事
業
を
行
な
う
も
の
三
六
杜
）

　
閉
　
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
（
声
Ｎ
庁
箏
ｑ
｝
オ
ｐ
ユ
◎
目
巴
¢
５
８
ｏ
ｑ
ｏ
箏
實
－
◎
目
ｏ
ｏ
◎
旨
一
Ｕ
－

　
　
易
け
畠
）

　
　
　
石
油
精
製
、
石
油
化
学
等
を
行
な
う
。
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
五
九
・
六
一

　
　
完
の
出
資
に
よ
る
。

　
　
　
傘
下
に
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ｏ
ぎ
ｏ
巨
旨
－
８
一
内
ミ
９
§
一
－
彗
胃
易
９

　
　
等
二
一
杜
あ
り
。

　
↑
Ｏ
　
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
オ
■
ｏ
庁
叫
く
ｏ

　
　
　
原
子
力
発
電
事
業
を
行
な
う
。

　
　
　
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
一
〇
〇
％
出
資
に
よ
る
。

　
　
　
傘
下
に
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ａ
，
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
等
三
杜
あ
り
。

　
上
記
の
四
大
系
列
が
基
本
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｍ
が
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
系
の

、
多
く
の
企
業
（
海
外
企
業
の
ほ
と
ん
ど
全
部
）
に
一
〇
％
程
度
の
出
資

を
行
っ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
が
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
系
の
企
業
（
Ｓ

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｏ
，
Ｓ
Ｉ
Ｐ
等
）
に
、
あ
る
い
は
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｍ
系
の

企
業
（
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
，
Ｕ
Ｓ
Ａ
，
ｃ
っ
竃
肩
Ｒ
ｏ
Ｈ
等
）
に
一
部
出
資
す
る
な

ど
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
系
各
杜
相
互
の
出
張
も
盛
ん
で
あ
る
。

　
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
炊
府
の
出
資
分
に
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
債
券
の
発
行
埜
寸
で
ま
か
な
っ

た
資
金
を
加
え
、
こ
れ
を
前
述
の
と
お
り
部
門
別
会
杜
を
通
じ
傘
下
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
二
ニ
ハ
）

業
に
配
分
し
て
石
油
、
天
然
ガ
ス
の
分
野
で
の
一
大
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ン
を

形
成
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
ニ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
関
す
る
政
府
の
意
志
を
迅
速
適
確
に
下
部
企
業
に
ま
で
湊
透
さ

せ
る
上
で
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
政
府
の

意
志
は
、
以
前
は
財
政
、
国
庫
、
商
工
各
大
臣
よ
り
成
る
委
員
会
の
発

す
る
ｏ
ｑ
彗
胃
巴
巳
冨
２
昌
◎
と
い
う
形
で
Ｅ
Ｎ
Ｉ
に
伝
え
ら
れ
て
い
た

が
、
一
九
五
六
年
の
国
家
投
資
事
業
省
（
睾
巨
己
。
ａ
昌
註
Ｈ
庁
程
具
８
－
－

混
Ｎ
－
◎
巳
。
っ
訂
邑
－
）
記
置
後
は
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
，
Ｉ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
国
家
機
関

に
対
す
る
盤
督
、
指
示
の
窓
口
は
同
省
に
、
一
本
化
さ
れ
た
。

　
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
こ
の
政
府
の
。
ｑ
彗
實
巴
ａ
屋
ｏ
ま
易
に
沿
い
、
そ
の
枠

内
で
事
業
活
動
を
遂
行
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方

Ｅ
Ｎ
Ｉ
本
杜
の
年
々
の
利
益
は
次
の
比
率
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
二
〇
％
　
杜
内
で
留
保
し
基
金
に
加
え
る
。

　
　
　
一
五
％
　
炭
化
水
素
関
係
の
技
術
研
究
費
及
び
職
員
、
技
術
者

　
　
　
　
　
　
　
の
養
成
員
に
あ
て
る
。

　
　
　
六
五
％
　
国
庫
に
納
入
す
る
。

　
な
お
Ｅ
Ｎ
ー
グ
ル
ー
ブ
の
缶
杜
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｉ
系
各
杜
と
同
じ
く
、
性

格
的
に
は
私
法
上
の
株
式
会
杜
（
ｃ
○
邑
ｏ
訂
、
ｏ
胃
声
ユ
◎
巳
）
で
あ
る
が
、



公
益
企
業
（
鼻
巨
試
君
げ
昌
ｓ
）
と
し
て
の
取
扱
い
を
う
げ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｎ
ー
グ
ル
ー
プ
各
杜
の
従
業
員
数
は
一
九
六
二
年
末
、
イ
タ
リ
ア

国
内
で
四
万
九
、
五
〇
〇
人
、
海
外
で
六
、
三
〇
〇
人
で
総
計
五
万
八

千
人
に
の
ぽ
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｎ
ー
グ
ル
ー
プ
の
企
業
、
す
た
わ
ち
Ｅ
Ｎ

Ｉ
が
直
接
問
接
に
株
式
の
過
半
を
所
有
し
て
い
る
企
業
は
一
九
六
三
年

末
で
八
六
杜
の
多
く
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
Ｅ
Ｎ
Ｉ
が
多
少
と

も
出
資
し
て
い
る
諸
会
杜
を
加
え
る
と
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
系
列
下
の
企
業
総
数

は
現
在
一
〇
〇
を
越
え
る
有
様
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
ら
を
事
業
分
野
別

に
分
類
す
る
と
石
油
及
び
天
然
ガ
ス
の
採
掘
、
生
産
に
従
事
す
る
も
の

一
八
杜
、
輸
送
、
流
通
に
従
事
す
る
も
の
九
杜
の
外
、
精
製
、
輸
送
、

石
油
製
品
販
売
を
行
な
う
も
の
が
四
四
杜
と
な
っ
て
い
る
。

　
直
接
の
炭
化
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
の
ほ
か
に
も
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は

近
年
、
関
連
産
業
へ
の
進
出
を
意
欲
的
に
す
す
め
て
お
り
、
数
多
の
企

業
の
新
設
、
買
収
を
行
っ
た
。
一
九
六
三
年
四
月
末
で
み
る
と
、
化
学

工
業
（
石
油
化
学
）
で
三
杜
、
繊
維
工
業
で
九
杜
、
機
械
工
業
で
四
杜
、

原
子
力
関
係
で
三
杜
、
そ
の
他
建
設
、
モ
テ
ル
経
営
、
金
融
等
で
九
杜

が
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
系
列
下
に
あ
る
。

　
次
に
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
が
イ
タ
リ
ア
経
済
に
お
い
て
占
め
て
い
る
地
位
に
つ

い
て
見
る
に
、
お
よ
そ
次
の
如
く
位
置
づ
け
得
る
と
言
え
る
。

　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
動
向
（
足
立
）

　
イ
タ
リ
ァ
の
ニ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
戦
後
に
お
け
る
イ
タ
リ
ァ
経
済
の

高
度
成
長
、
こ
と
に
工
業
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
反
映
し
て
、
年
々
大

巾
な
増
大
を
み
せ
て
き
た
。
第
一
表
に
見
る
よ
う
に
、
一
九
五
三
年
か

ら
一
九
六
二
年
ま
で
の
問
、
国
民
所
得
の
年
平
均
六
・
一
完
の
成
長
に

伴
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
年
平
均
九
・
六
完
の
伸
び
を
た
ど
っ

て
お
り
、
工
業
生
産
、
工
業
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
と
も
こ
の
九
年

得所民国と量費消一
係

ギ
関
ル
の
ネ
と二産

の
生
ア
業
リ
エ
タ
び
イ
及表－第

）年
６
２

１
９

－

５
３

１
９（

　
　
）

業
産
数

工
生
指

　
　
（

ル
ネ
量ユ費

用
消

業
一エ
ギ

数指

億
一

１
０
リ

位
口
単
カ

民
鶉

国
総
備

一
量

ギ
費
ル
肖

ネ
？
工
純

数指

億
一

１
０
リ

位
口
単
カ

ＯＯ０１

０９０１

３

０
・

２ユ

８

７
・

２１

６

６
・

３１

７

０
・

４ユ

７

６
・

５ユ

１１８１

５Ｌ０２

９０２２

０

０
・

○ユ

０

７
・

０１

７

８
・

ーユ

１

８
・

２１

６

４
・

３１

１

０
・

４１

９
●

０５１

９Ｌ７１

９３８１

９４０２

Ｏ０５，６５

２９８，０６

８８０，７６

１６３，２７

３６０，６７

２５１，９７

９７２，５８

９４１，７９

４８８，３０１

５４７，５１１

Ｏ
●

Ｏ０１

８４０１

０

２
．

ｕ

８

６
・

ｕ

４４２１

６
●

９２１

１

０
・

４１

３

０
・

１
５

６
■

２６１

３

３
・

７１

Ｏ
■

００１

３

０
・

ｕ

ＯＬ２１

１

５
・

３１

９Ｌ４１

７７４１

０

９
・

５１

６

５
・

８１

５

０
・

０２

５

９
・

２２

３２２，１０１

５７６，１１１

８２５，２２１

２１７，６３１

６３６，３４ユ

１６４，９４１

９６９，０６１

２８８，７８１

８１９，２０２

０１３，２３２

３５９１

５
４

５
５

５
６

５
７

５
８

５
９

６
０

６
１

６
２

３８＋

↓

８
・

十１６＋１

９
・

十

均
率
平
加
年
増

，

Ｏｅ１ＯｒｔｅＰｅａ
．
１
■
・

ｇ
ｒｅｔｎＥＩＮＥ

二
七
　
（
一
二
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
一
号
）

　
）
ル
％
ネ
（
万

工
成
１
Ｃ

の
構
位

ア
費
単

リ
肖

タ
一
イ
ギ表２第

一
二
八
　
（
一
二
八
）

）

ノ
ン

２

３

７

８

５

７

８

６

勉
ト

９

３

４

９

４

７

１

１

１

５

１

（
万

８

■
　
　
　
　
　
　
｛

眺
ｍ

Ｏ

５

２

５

Ｏ

８
　
．

６

６

怖
位

９

４

５

Ｏ

４

５

８

ユ

１

１

４

２

６

貿
単
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
１

１

　
（
目

マ

Ｏ

６

２

８

１

３

６

５

－

９

Ｏ

３

１

２

２

１

１

１

千

３

２

３

３

材

炭

ス

由
、
７

力
）

量
算

ガ

力
費
換

然

水
消
炭

木

石

天
原
電
（
総
石

）

力
醤

）

）

）

）

年

５

４

１

Ｏ

１

ヒ
ヒ
）

６

３

Ｏ

Ｏ

決
の
務

ン卿
釦

３

１

５

Ｏ

ら
常
義

１

ト

（

（

（

（
か
通
き

簿 ９
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讐
会
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レ
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岬
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ー
レ
ー

引
他
計

単
１
の
傲
そ

烹
、

■

，

０ｅ１ＯｒｔＯＰｅａ
・
１

ｇ
ｒｅｎＥ

１
：

ＮＥ

決
の
務

ら
常
義

か
通
き

山
も
べ

理
と
す

の
社
保

上
各
留

略
，
を

牧
て
力

は
っ
余

と
あ
の

ブ
で
％

一
の
３
０

ザ
も
に
。

リ
る
他
る

定
い
の
い

法
て
力
て

の
れ
能
つ

％
ら
術
負

３
０
め
没
を

問
に
倍
増
し
て
い
る
。

　
イ
タ
リ
ア
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
別
構
成
は
猪
二
表

の
通
り
で
あ
る
が
、
原

汕
及
び
天
然
ガ
ス
の
占

め
る
比
率
が
飛
躍
的
に

州
大
し
た
こ
と
が
こ
こ

十
数
年
問
に
お
け
る
著

し
い
特
長
と
な
っ
て
い
、

る
。
こ
れ
は
固
形
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
液
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
と
い
う
世
界
的
な
傾
向
を
あ

ら
わ
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
原
油
は
一
九
六
二
年
で
総
消
費
の
過

半
を
占
め
て
い
て
、
こ
の
両
者
で
総
需
要
の
三
分
の
二
が
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
と
な
る
。

　
イ
タ
リ
ァ
の
ユ
ネ
ル
ギ
ー
の
圧
倒
的
な
ウ
ヱ
イ
ト
と
、
そ
の
開
発
利

用
を
担
う
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
イ
タ
リ
ァ
経
済
界
に
お
け
る
重
婁
性
に
っ
い
て
は

最
早
や
多
、
一
日
を
、
要
し
な
い
情
況
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
イ
タ
リ
ァ
で
は
原
汕
の
国
内
供
給
最
は
き
わ
め
て
乏

し
い
た
め
、
需
要
の
ぽ
と
ん
ど
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
。
箔
三
表
及

び
雄
四
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
一
九
六
二
年
で
は
輸
入
四
、
〇
七
九
万

ト
ン
に
対
し
、
国
産
は
一
八
六
万
ト
ソ
で
、
国
内
需
給
率
は
わ
ず
か
四



■

●

％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
絶
対
量
で
は
少
量
と
は
い
え
国
産
に
占
め
る
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
比
率

は
一
九
六
二
年
約
二
八
％
と
か
な
り
高
く
、
一
方
天
然
ガ
ス
生
産
で
は

Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
国
産
の
九
七
％
を
占
め
て
文
字
通
り
独
占
体
制
に
あ
る
。

　
次
に
イ
タ
リ
ア
の
石
油
精
製
設
備
を
み
る
と
第
五
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
一
九
六
三
年
六
月
末
の
全
国
内
設
備
能
力
六
、
〇
四
八
万

ト
ン
の
う
ち
、
Ｅ
Ｎ
ー
グ
ル
ー
プ
は
八
一
八
万
ト
ン
で
二
二
．
・
四
％
を

占
め
て
い
た
。

に
然
プ
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
方
、
天
然
ガ
ス
の
生
産
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

ア
天
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

リ
る
パ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肺
　
輸
送
設
備
で
は
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
独

妊
忽
　
　
擬
占
的
な
地
憲
一
て
貫

表
例
え
ぼ
天
然
ガ
ス
、
パ
イ
プ

６

第
ラ
イ
ン
の
距
離
で
み
る
と
全

国
の
九
三
％
を
占
め
て
い
る
。

　
し
カ
も
イ
タ
リ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
今
後
と
も
工
業
生
産
の
発

展
、
国
民
生
活
の
向
上
と
あ
い
ま
っ
て
増
大
を
続
け
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
。
第
七
表
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
楽
務
当
局
の
専
門
家
に
よ
る
想
定
で
あ
る
が
、

一
九
六
六
～
七
〇
年
及
び
一
九
七
一
～
七
五
年
に
お
け
る
イ
タ
リ
ァ
の

消
費
増
加
率
は
六
・
六
％
及
び
五
・
二
％
と
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
全
体
の
増
加
率

　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
動
向
（
足
立
）

）の
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を
上
ま
わ
る
伸
び
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

れ
ぱ
今
後
十
数
年
で
イ
タ

リ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
に
さ
ら
に
倍
増
す
る
こ

と
と
な
る
。
ヱ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
質
的
構
成
に
お
い

て
も
石
油
の
ウ
ェ
イ
ト
が

高
ま
る
こ
と
は
必
至
で
、
そ
れ
に
伴
い
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
高

ま
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
趨
勢
に
対
処
す
る
た
め
Ｅ
Ｎ
ー
グ
ル
ー
プ

は
近
年
精
製
設
備
の
拡
充
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
こ
と
に
海
外
に
お
け

る
石
油
資
源
開
発
と
現
地
処
理
の
た
め
の
海
外
精
製
設
備
投
資
に
異
常

な
努
力
を
傾
げ
て
い
る
。
Ｅ
Ｎ
Ｉ
が
最
近
海
外
に
建
設
し
た
精
製
設
備

を
含
め
る
と
、
一
九
六
三
年
末
に
は
Ｅ
Ｎ
ー
グ
ル
ｉ
プ
の
所
有
に
属
す

る
設
備
能
力
は
二
、
○
○
○
万
ト
ン
を
越
え
た
と
推
定
さ
れ
、
イ
タ
リ

ァ
の
石
油
製
品
供
給
に
占
め
る
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
比
率
は
俄
然
高
ま
る
も
の
と

予
想
さ
れ
る
。

あ
　
と

が

き

二
九
　
（
一

二
九
）



●

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
一
号
）

　
拙
稿
は
一
九
六
四
年
九
月
立
命
館
大
学
海
外
留
学
制
度
に
よ
っ
て
、

私
が
欧
米
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
途
上
、
イ
タ
リ
ァ
で
学
習
し
、
か

つ
、
蒐
集
し
た
資
料
を
中
心
に
し
て
ま
と
め
た
報
告
論
文
の
一
つ
で
あ

る
。
拙
稿
で
と
り
あ
げ
た
テ
ー
プ
そ
の
も
の
が
刻
々
と
し
て
変
貌
し
て

止
ま
な
い
世
界
経
済
の
一
環
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
経
済
を
対
象
に
し
て
い

る
だ
け
に
、
本
論
文
が
活
字
化
さ
れ
る
頃
に
は
す
で
に
時
代
化
し
、
或

は
そ
の
指
向
す
る
と
こ
ろ
と
相
違
し
た
イ
タ
リ
ァ
経
済
の
動
向
が
出
現

し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
、

イ
タ
リ
ア
経
済
に
つ
い
て
の
見
方
、
考
え
方
の
相
違
に
よ
り
種
々
見
解

を
異
に
す
る
も
の
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
拙

稿
が
多
少
で
も
海
外
経
済
事
情
の
研
究
に
と
っ
て
参
考
の
一
助
に
な
り

得
た
な
ら
ぱ
、
私
の
望
外
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
在
伊
日
本
大
使
館
勤
務
、
一
等
書
記
官
、
西
宮
一
氏
な
ら
び

に
ミ
ラ
ノ
市
目
本
ジ
ェ
ト
ロ
勤
務
、
富
永
孝
雄
氏
を
は
じ
め
と
す
る
日

本
人
、
イ
タ
リ
ア
人
各
位
の
懇
篤
な
る
御
指
導
と
御
援
助
に
対
し
、
こ

こ
に
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
三
〇
　
（
一
三
〇
）


